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(57)【要約】
【課題】金属箔からなる媒体へ記録した際に、記録皮膜のヒビ割れの発生を抑制し、高品
質の画質を得ることが可能なインクジェット記録方法を提供する。
【解決手段】金属箔からなる媒体に対して、水性インクを付着させて画像を形成するイン
クジェット記録方法であって、前記媒体を４０℃～５０℃に加熱しながら画像を形成し、
前記媒体に付着させるインク滴量が１ドット当たり４～２５ｎｇであり、前記水性インク
は、顔料と、水溶性樹脂溶剤を３～１１質量％と、水溶性樹脂を０．５～１．１質量％と
、樹脂エマルジョンを２．１～４．５質量％と、界面活性剤と、を含む、インクジェット
記録方法を提供する。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金属箔からなる媒体に対して、水性インクを付着させて画像を形成するインクジェット
記録方法であって、
　前記媒体を４０℃～５０℃に加熱しながら画像を形成し、
　前記媒体に付着させるインク滴量が１ドット当たり４～２５ｎｇであり、
　前記水性インクは、顔料と、水溶性樹脂溶剤を３～１１質量％と、水溶性樹脂を０．５
～１．１質量％と、樹脂エマルジョンを２．１～４．５質量％と、界面活性剤と、を含む
、インクジェット記録方法。
【請求項２】
　顔料と、水溶性樹脂溶剤を３～１１質量％と、水溶性樹脂を０．５～１．１質量％と、
樹脂エマルジョンを２．１～４．５質量％と、界面活性剤と、を含む水性インクを備えた
、インクカートリッジ。
【請求項３】
　請求項２記載のインクカートリッジを備えた記録装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクジェット記録方法、インクカートリッジ、及び記録装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェット記録方法は、微細なノズルヘッドからインクの小滴を吐出して飛翔させ
、紙等の記録媒体に付着させて印刷を行う印刷方法である。この方法は、比較的安価な装
置で高解像度かつ高品位な画像を、高速で印刷可能であるという特徴を有する。
【０００３】
　近年、インクジェット記録方法を用いて、非吸水性のメディアに記録を行う技術が提案
されている。例えば、疎水性基体に直接印刷する使用に適したインクジェット用インキ組
成物（特許文献１）や、非多孔質基材上に印刷することのできるポリマーコロイド含有イ
ンクジェットインク（特許文献２）が提案されている。
【０００４】
【特許文献１】特開２０００－４４８５８号公報
【特許文献２】特開２００５－２２０３５２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、このようなインクを用いて金属箔に下地が露出しない印刷濃度で印刷した場合
、印刷した数分から数時間後に、記録皮膜にヒビ割れが発生してしまうという問題がある
。
　本発明は、金属箔からなる媒体に対する水性インクを用いた高画質記録を可能とするイ
ンクジェット記録方法、インクカートリッジ、及び記録装置を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、（１）金属箔からなる媒体に対して、水性インクを付着させて画像を形成す
るインクジェット記録方法であって、前記媒体を４０℃～５０℃に加熱しながら画像を形
成し、前記媒体に付着させるインク滴量が１ドット当たり４～２５ｎｇであり、前記水性
インクは、顔料と、水溶性樹脂溶剤を３～１１質量％と、水溶性樹脂を０．５～１．１質
量％と、樹脂エマルジョンを２．１～４．５質量％と、界面活性剤と、を含む、インクジ
ェット記録方法；
（２）顔料と、水溶性樹脂溶剤を３～１１質量％と、水溶性樹脂を０．５～１．１質量％
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と、樹脂エマルジョンを２．１～４．５質量％と、界面活性剤と、を含む水性インクを備
えた、インクカートリッジ；
（３）前記（２）記載のインクカートリッジを備えた記録装置；を提供する。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明のインクジェット記録方法によれば、金属箔からなるような、例えば印刷面を有
する記録媒体へ記録した際に、記録皮膜のヒビ割れの発生を抑制し、高品質の画質を得る
ことができる。
　また、高画質が得られるとともに、耐擦性及び印字安定性にも優れる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　次に、本発明の実施の形態について説明する。以下の実施形態は、本発明を説明するた
めの例示であり、本発明をこの実施形態にのみ限定する趣旨ではない。本発明は、その要
旨を逸脱しない限り、さまざまな形態で実施することができる。
【０００９】
　本発明のインクジェット記録方法は、金属箔からなる媒体に対して、水性インクを付着
させて画像を形成するインクジェット記録方法であって、前記媒体を４０℃～５０℃に加
熱しながら画像を形成し、前記媒体に付着させるインク滴量が１ドット当たり４～２５ｎ
ｇであり、前記水性インクは、顔料と、水溶性樹脂溶剤を３～１１質量％と、水溶性樹脂
を０．５～１．１質量％と、樹脂エマルジョンを２．１～４．５質量％と、界面活性剤と
、を含むことを特徴する。
【００１０】
　上記インクジェット記録方法によれば、金属箔からなる媒体へ記録した際に、記録皮膜
のヒビ割れの発生を抑制し、高品質の画質を得ることができ、また、耐擦性及び印字安定
性を維持することができる。
【００１１】
　上記媒体としては、表面にアルミ箔、銅箔、ステンレス箔等の金属箔からなる層を備え
る記録媒体が挙げられる。
【００１２】
　記録時の前記媒体の温度が４０℃～５０℃となるように加熱する。
　加熱温度を４０℃～５０℃とすることにより、目詰まりを防止し印字安定性を維持しつ
つ、記録皮膜のヒビ割れの発生を抑制することができる。
【００１３】
　上記媒体に付着させるインク滴量は１ドット当たり４～２５ｎｇである。
　このように、インクのドットサイズを好適範囲とすることにより、記録皮膜のヒビ割れ
を有効に抑制し、高品質な画質を得ることができる。
【００１４】
　上記インクジェット記録方法においては、印刷物単位面積当りのインク量が５．４２ｍ
ｇ／ｃｍ２未満とすることにより、記録皮膜のヒビ割れを防止することができる。
　例えば、１８０×３６０ｄｐｉを１８回重ねて印刷した場合には、印刷面におけるイン
ク滴量１．８１２ｍｇ／ｃｍ2がインクのドットサイズ１０ｎｇに相当し、インク滴量３
．６２ｍｇ／ｃｍ2がドットサイズ２０ｎｇに相当し、インク滴量５．４２ｍｇ／ｃｍ2が
ドットサイズ３０ｎｇに相当する。
【００１５】
　上記インクジェット記録方法においては、記録後に媒体を加熱乾燥させることが好まし
い。好ましい加熱乾燥の条件は、４０～８０℃にて１間分以上である。
【００１６】
　上記水性インクは、顔料と、水溶性樹脂溶剤を３～１１質量％と、水溶性樹脂を０．５
～１．１質量％と、樹脂エマルジョンを２．１～４．５質量％と、界面活性剤と、を含む
。
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　本発明のインクカートリッジは、上記水性インクを含む。このようなインクカートリッ
ジを上記インクジェット記録方法に用いれば、金属箔からなる媒体へ記録した際に、記録
皮膜のヒビ割れを抑制し、高品質な画質を得ることができる。
【００１７】
　上記顔料としては、公知の無機顔料、有機顔料およびカーボンブラックのいずれも用い
ることができる。これらの中でも、発色が良好であって、比重が小さいために分散時に沈
降しにくい観点から、カーボンブラック、有機顔料が好ましい。
【００１８】
　好ましいカーボンブラックの具体例としては、ファーネスブラック、ランプブラック、
アセチレンブラック、もしくはチャンネルブラック等（Ｃ．Ｉ．ピグメントブラック７）
、また市販品としてＮｏ．２３００、９００、ＭＣＦ８８、Ｎｏ．２０Ｂ、Ｎｏ．３３、
Ｎｏ．４０、Ｎｏ．４５、Ｎｏ．５２、ＭＡ７、ＭＡ８、ＭＡ１００、Ｎｏ２２００Ｂ等
（以上全て商品名、三菱化学株式会社製）、カラーブラックＦＷ１、ＦＷ２、ＦＷ２Ｖ、
ＦＷ１８、ＦＷ２００、Ｓ１５０、Ｓ１６０、Ｓ１７０、プリテックス３５、Ｕ、Ｖ、１
４０Ｕ、スペシャルブラック６、５、４Ａ、４、２５０等（以上全て商品名、デグサ社製
）、コンダクテックスＳＣ、ラーベン１２５５、５７５０、５２５０、５０００、３５０
０、１２５５、７００等（以上全て商品名、コロンビアカーボン社製）、リガール４００
Ｒ、３３０Ｒ、６６０Ｒ、モグルＬ、モナーク７００、８００、８８０、９００、１００
０、１１００、１３００、１４００、エルフテックス１２等（以上全て商品名、キャボッ
ト社製）が挙げられる。なお、これらは本発明に好適なカーボンブラックの一例の記載で
あり、これらによって本発明が限定されるものではない。これらのカーボンブラックは単
独あるいは二種類以上の混合物として用いてもよい。これらのカーボンブラックの含有量
は、ブラックインク組成物全量に対して０．５質量％～２０質量％、好ましくは１質量％
～１０質量％である。
【００１９】
　好ましい有機顔料としては、キナクリドン系顔料、キナクリドンキノン系顔料、ジオキ
サジン系顔料、フタロシアニン系顔料、アントラピリミジン系顔料、アンサンスロン系顔
料、インダンスロン系顔料、フラバンスロン系顔料、ペリレン系顔料、ジケトピロロピロ
ール系顔料、ペリノン系顔料、キノフタロン系顔料、アントラキノン系顔料、チオインジ
ゴ系顔料、ベンツイミダゾロン系顔料、イソインドリノン系顔料、アゾメチン系顔料また
はアゾ系顔料等が挙げられる。
【００２０】
　水性インク組成物に用いられる有機顔料の具体例としては、下記のものが挙げられる。
　シアンインク組成物に使用される顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１、２、３
、１５：３、１５：４、１５：３４、１６、２２、６０等；Ｃ．Ｉ．バットブルー４、６
０等が挙げられ、好ましくは、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：３、１５：４、および６
０からなる群から選択される単独あるいは二種類以上の混合物である。また、これらの顔
料の含有量は、シアンインク組成物全量に対して０．５質量％～２０質量％程度、好まし
くは１質量％～１０質量％程度である。
【００２１】
　マゼンタインク組成物に使用される顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド５、７、
１２、４８（Ｃａ）、４８（Ｍｎ）、５７（Ｃａ）、５７：１、１１２、１２２、１２３
、１６８、１８４、２０２、Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット１９等が挙げられ、好まし
くはＣ．Ｉ．ピグメントレッド１２２、２０２、２０９、およびＣ．Ｉ．ピグメントバイ
オレット１９からなる群から選択される単独あるいは二種類以上の混合物である。また、
これらの顔料の含有量は、マゼンタインク組成物全量に対して０．５質量％～２０質量％
程度、好ましくは１質量％～１０質量％程度である。
【００２２】
　イエローインク組成物に使用される顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１、２
、３、１２、１３、１４Ｃ、１６、１７、７３、７４、７５、８３、９３、９５、９７、



(5) JP 2010-94852 A 2010.4.30

10

20

30

40

50

９８、１１９、１１０、１１４、１２８、１２９、１３８、１５０、１５１、１５４、１
５５、１８０、１８５、等が挙げられ、好ましくはＣ．Ｉ．ピグメントイエロー７４、１
０９、１１０、１２８、１３８、１８０、および１８５からなる群から選択される単独あ
るいは二種類以上の混合物である。また、これらの顔料の含有量は、イエローインク組成
物全量に対して０．５質量％～２０質量％程度、好ましくは１質量％～１０質量％程度で
ある。
【００２３】
　オレンジインク組成物に使用される顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ３６も
しくは４３またはこれらの混合物である。また、これらの顔料の含有量は、オレンジイン
ク組成物全量に対して０．５質量％～２０質量％程度、好ましくは１質量％～１０質量％
程度である。
【００２４】
　グリーンインク組成物に使用される顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン７もし
くは３６またはこれらの混合物である。また、これらの顔料の含有量は、グリーンインク
組成物全量に対して０．５質量％～２０質量％程度、好ましくは１質量％～１０質量％程
度である。
【００２５】
　上記の顔料は、水性インク組成物中でより安定的に分散保持されやすくするために、各
種の方法を適用することができる。その方法としては、たとえば、樹脂分散剤を用いて分
散させる方法、界面活性剤を用いて分散させる方法、顔料粒子表面に親水性官能基を化学
的・物理的に導入し、分散および／または溶解可能とする方法等が挙げられる。本実施形
態に係る記録方法に使用される水性インク組成物には、前記のいずれの方法も用いること
ができ、必要に応じて各方法を組み合わせた形態で用いることもできる。本実施形態の水
性インク組成物は、後述の水溶性樹脂を含み、該水溶性樹脂が上記の樹脂分散剤としても
機能するため、樹脂分散剤を用いる方法の説明は省略する。
【００２６】
　顔料を分散させるために用いることができる界面活性剤としては、アルカンスルホン酸
塩、α－オレフィンスルホン酸塩、アルキルベンゼンスルホン酸塩、アルキルナフタレン
スルホン酸塩、アシルメチルタウリン酸塩、ジアルキルスルホ琥珀酸塩、アルキル硫酸エ
ステル塩、硫酸化オレフィン、ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸エステル塩、ア
ルキルリン酸エステル塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテルリン酸エステル塩、モノ
グリセライトリン酸エステル塩等のアニオン性界面活性剤、アルキルピリジウム塩、アル
キルアミノ酸塩、アルキルジメチルベタイン等の両性界面活性剤、ポリオキシエチレンア
ルキルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル、ポリオキシエチレンア
ルキルエステル、ポリオキシエチレンアルキルアミド、グリセリンアルキルエステル、ソ
ルビタンアルキルエステル等のノニオン性界面活性剤が挙げられる。
【００２７】
　上記樹脂分散剤または上記界面活性剤の顔料に対する添加量は、顔料１質量％に対して
好ましくは１質量％～１００質量％であり、より好ましくは５質量％～５０質量％である
。この範囲であることにより、顔料の水中への分散安定性が確保できる。
【００２８】
　顔料粒子表面に親水性官能基を化学的・物理的に導入し、分散および／または溶解可能
とする方法としては、顔料に親水性官能基として、－ＯＭ、－ＣＯＯＭ、－ＣＯ－、－Ｓ
Ｏ３Ｍ、－ＳＯ２ＮＨ２、－ＲＳＯ２Ｍ、－ＰＯ３ＨＭ、－ＰＯ３Ｍ２、－ＳＯ２ＮＨＣ
ＯＲ、－ＮＨ３、－ＮＲ３（但し、式中のＭは、水素原子、アルカリ金属、アンモニウム
又は有機アンモニウムを表し、Ｒは、炭素数１～１２のアルキル基、置換基を有していて
もよいフェニル基または置換基を有していてもよいナフチル基を表す。）等を導入する方
法が挙げられる。これらの官能基は、顔料粒子表面に直接および／または他の基を介して
グラフトされることによって、物理的および／または化学的に導入される。多価の基とし
ては、炭素数が１～１２のアルキレン基、置換基を有していてもよいフェニレン基又は置
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換基を有していてもよいナフチレン基等を挙げることができる。
【００２９】
　また、前記の表面処理方法としては、硫黄を含む処理剤によりその顔料粒子表面に－Ｓ
Ｏ３Ｍおよび／または－ＲＳＯ２Ｍ（Ｍは対イオンであって、水素イオン、アルカリ金属
イオン、アンモニウムイオン、又は有機アンモニウムイオンを示す。）が化学結合するよ
うに表面処理されたもの、すなわち、前記顔料が、活性プロトンを持たず、スルホン酸と
の反応性を有せず、顔料が不溶ないしは難溶である溶剤中に、顔料を分散させ、次いでア
ミド硫酸、又は三酸化硫黄と第三アミンとの錯体によりその粒子表面に－ＳＯ３Ｍおよび
／または－ＲＳＯ２Ｍが化学結合するように表面処理され、水に分散および／または溶解
が可能なものとされたものであることがより好ましい。
【００３０】
　前記官能基またはその塩を顔料粒子の表面に直接または多価の基を介してグラフトさせ
る表面処理手段としては、種々の公知の表面処理手段を適用することができる。例えば、
市販の酸化カーボンブラックにオゾンや次亜塩素酸ソーダ溶液を作用し、カーボンブラッ
クをさらに酸化処理してその表面をより親水化処理する手段（例えば、特開平７－２５８
５７８号公報、特開平８－３４９８号公報、特開平１０－１２０９５８号公報、特開平１
０－１９５３３１号公報、特開平１０－２３７３４９号公報）、カーボンブラックを３－
アミノ－Ｎ－アルキル置換ピリジウムブロマイドで処理する手段（例えば、特開平１０－
１９５３６０号公報、特開平１０－３３０６６５号公報）、有機顔料が不溶又は難溶であ
る溶剤中に有機顔料を分散させ、スルホン化剤により顔料粒子表面にスルホン基を導入す
る手段（例えば、特開平８－２８３５９６号公報、特開平１０－１１０１１０号公報、特
開平１０－１１０１１１号公報）、三酸化硫黄と錯体を形成する塩基性溶剤中に有機顔料
を分散させ、三酸化硫黄を添加することにより有機顔料の表面を処理し、スルホン基又は
スルホンアミノ基を導入する手段（例えば、特開平１０－１１０１１４号公報）等が挙げ
られるが、用いられる表面処理顔料のための作製手段はこれらの手段に限定されるもので
はない。
【００３１】
　一つの顔料粒子にグラフトされる官能基は単一でも複数種であってもよい。グラフトさ
れる官能基の種類及びその程度は、インク中での分散安定性、色濃度、及びインクジェッ
トヘッド前面での乾燥性等を考慮しながら適宜決定されてよい。
【００３２】
　顔料を水中に分散させる方法としては、樹脂分散剤については顔料と水と樹脂、界面活
性剤については顔料と水と界面活性剤、表面処理された顔料については該顔料と水、また
各々に必要に応じて水溶性有機溶剤・中和剤等を加えて、ボールミル、サンドミル、アト
ライター、ロールミル、アジテータミル、ヘンシェルミキサー、コロイドミル、超音波ホ
モジナイザー、ジェットミル、オングミル等の従来用いられている分散機にて行なうこと
ができる。この場合、顔料の粒径としては、平均粒径で２０ｎｍ～５００ｎｍの範囲にな
るまで、より好ましくは５０ｎｍ～２００ｎｍの範囲になるまで分散することが、顔料の
水中での分散安定性を確保する点で好ましい。
【００３３】
　上記水溶性樹脂溶剤としては、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、Ｎ－エチル－２－ピロリ
ドン、Ｎ－ビニル－２－ピロリドン、Ｎ－ブチル－２－ピロリドン、５－メチル－２－ピ
ロリドン等が挙げられる。水溶性樹脂溶剤は水性インクに配合される樹脂エマルジョンお
よび水溶性樹脂の溶解剤として作用する。水溶性樹脂溶剤はインク乾燥時に水性インク組
成物に配合される樹脂エマルジョンおよび水溶性樹脂による皮膜形成を促進して、インク
非吸収性の金属箔媒体上でのインクの固化・定着を促進する作用を有する。水溶性樹脂溶
剤の含有量が３質量％未満であると、印刷物の耐擦性を維持することができず、一方、水
溶性樹脂溶剤の含有量が１１質量％を超えると、記録皮膜のヒビ割れが発生する場合があ
る。
　水溶性樹脂溶剤を水性インク全量に対して３～１１質量％含むことにより、記録皮膜の
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ヒビ割れを防止することができ、また、印刷物の耐擦性を維持することができる。
【００３４】
　上記水溶性樹脂としては、ポリビニルアルコール類、ポリビニルピロリドン類、ポリア
クリル酸、アクリル酸－アクリルニトリル共重合体、酢酸ビニル－アクリル酸エステル共
重合体、アクリル酸－アクリル酸エステル共重合体、スチレン－アクリル酸共重合体、ス
チレン－メタクリル酸共重合体、スチレン－メタクリル酸－アクリル酸エステル共重合体
、スチレン－α―メチルスチレン－アクリル酸共重合体、スチレン－α―メチルスチレン
－アクリル酸－アクリル酸エステル共重合体、スチレン－マレイン酸共重合体、スチレン
－無水マレイン酸共重合体、ビニルナフタレン－アクリル酸共重合体、ビニルナフタレン
－マレイン酸共重合体、酢酸ビニル－マレイン酸エステル共重合体、酢酸ビニル－クロト
ン酸共重合体、酢酸ビニル－アクリル酸共重合体等およびこれらの塩が挙げられる。これ
らの中で、特に疎水性官能基を有するモノマーと親水性官能基を持つモノマーとの共重合
体、疎水性官能基と親水性官能基とを併せ持つモノマーからなる重合体が好ましい。共重
合体の形態としては、ランダム共重合体、ブロック共重合体、交互共重合体、グラフト共
重合体のいずれの形態でも用いることができる。
【００３５】
　上記の塩としては、アンモニア、エチルアミン、ジエチルアミン、トリエチルアミン、
プロピルアミン、イソプロピルアミン、ジプロピルアミン、ブチルアミン、イソブチルア
ミン、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン、トリ－ｉｓｏ－プロパノールアミン
、アミノメチルプロパノール、モルホリン等の塩基性化合物との塩が挙げられる。これら
塩基性化合物の添加量は、上記水溶性樹脂の中和当量以上であれば特に制限はない。
【００３６】
　上記水溶性樹脂の分子量は、重量平均分子量として１，０００～１００，０００の範囲
であることが好ましく、３，０００～１０，０００の範囲であることがより好ましい。分
子量が上記範囲であることにより、着色剤の水中での安定的な分散が得られ、また水性イ
ンク組成物に適用した際の粘度制御等がしやすい。また、酸価としては５０～３００の範
囲であることが好ましく、７０～１５０の範囲であることがより好ましい。酸価がこの範
囲であることにより、着色剤粒子の水中での分散性が安定的に確保でき、またこれを用い
た水性インク組成物にて印刷された印刷物の耐水性が良好である。
【００３７】
　以上述べた水溶性樹脂としては市販品を用いることもできる。詳しくは、ジョンクリル
６７（重量平均分子量：１２，５００、酸価：２１３）、ジョンクリル６７８（重量平均
分子量：８，５００、酸価：２１５）、ジョンクリル５８６（重量平均分子量：４，６０
０、酸価：１０８）、ジョンクリル６１１（重量平均分子量：８，１００、酸価：５３）
、ジョンクリル６８０（重量平均分子量：４，９００、酸価：２１５）、ジョンクリル６
８２（重量平均分子量：１，７００、酸価：２３８）、ジョンクリル６８３（重量平均分
子量：８，０００、酸価：１６０）、ジョンクリル６９０（重量平均分子量：１６，５０
０、酸価：２４０）（以上商品名、ＢＡＳＦジャパン株式会社製）等が挙げられる。
【００３８】
　水溶性樹脂の機能の１つは、上述した顔料の分散性を高めることである。また、水溶性
樹脂の他の機能の１つとしては、水性インク組成物が媒体に付着したときに、媒体とイン
ク組成物、および／または、インク組成物中の固形分間の密着性を高めつつ、記録皮膜の
ヒビ割れを防止することである。
　水溶性樹脂を水性インク全量に対して０．５～１．１質量％含むことにより、特定の印
刷条件において記録皮膜のヒビ割れの発生を防止することができる。
【００３９】
　上記樹脂エマルジョンは、インクが乾燥することによりインクを固化させ、さらにイン
ク固化物を媒体上に強固に定着させてヒビ割れを防止する作用を有する。上記の樹脂エマ
ルジョンを構成する成分としては、例えばポリアクリル酸エステルもしくはその共重合体
、ポリメタクリル酸エステルもしくはその共重合体、ポリアクリロニトリルもしくはその
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共重合体、ポリシアノアクリレート、ポリアクリルアミド、ポリアクリル酸、ポリメタク
リル酸、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリブテン、ポリイソブチレン、ポリスチレン
もしくはそれらの共重合体、石油樹脂、クロマン・インデン樹脂、テルペン樹脂、ポリ酢
酸ビニルもしくはその共重合体、ポリビニルアルコール、ポリビニルアセタール、ポリビ
ニルエーテル、ポリ塩化ビニルもしくはその共重合体、ポリ塩化ビニリデン、フッ素樹脂
、フッ素ゴム、ポリビニルカルバゾール、ポリビニルピロリドンもしくはその共重合体、
ポリビニルピリジン、ポリビニルイミダゾール、ポリブタジエンもしくはその共重合体、
ポリクロロプレン、ポリイソプレン、天然樹脂等が挙げられる。この中で、特に分子構造
中に疎水性部分と親水性部分とを併せ持つものがより好ましい。
【００４０】
　上記のような樹脂エマルジョンとしては、公知の材料・方法で得られるものを用いるこ
ともできる。例えば、特公昭６２－１４２６号公報、特開平３－５６５７３号公報、特開
平３－７９６７８号公報、特開平３－１６００６８号公報、特開平４－１８４６２号公報
等に記載のものを用いてもよい。また、市販品を用いることもでき、例えば、マイクロジ
ェルＥ－１００２、マイクロジェルＥ－５００２（以上商品名、日本ペイント株式会社製
）、ボンコート４００１、ボンコート５４５４（以上商品名、大日本インキ化学工業株式
会社製）、ＳＡＥ１０１４（商品名、日本ゼオン株式会社製）、サイビノールＳＫ－２０
０（商品名、サイデン化学株式会社製）、ジョンクリル７１００、ジョンクリル３９０、
ジョンクリル７１１、ジョンクリル５１１、ジョンクリル７００１、ジョンクリル６３２
、ジョンクリル７４１、ジョンクリル４５０、ジョンクリル８４０、ジョンクリル７４Ｊ
、ジョンクリルＨＲＣ－１６４５Ｊ、ジョンクリル７３４、ジョンクリル８５２、ジョン
クリル７６００、ジョンクリル７７５、ジョンクリル５３７Ｊ、ジョンクリル１５３５、
ジョンクリルＰＤＸ－７６３０Ａ、ジョンクリル３５２Ｊ、ジョンクリル３５２Ｄ、ジョ
ンクリルＰＤＸ－７１４５、ジョンクリル５３８Ｊ、ジョンクリル７６４０、ジョンクリ
ル７６４１、ジョンクリル６３１、ジョンクリル７９０、ジョンクリル７８０、ジョンク
リル７６１０（以上商品名、ＢＡＳＦジャパン株式会社製）等が挙げられる。
【００４１】
　上記の樹脂エマルジョンは、以下に示す方法で得られ、そのいずれの方法でもよく、必
要に応じて複数の方法を組み合わせて得てもよい。その方法としては、所望の樹脂エマル
ジョンを構成する成分の単量体中に重合触媒（重合開始剤）と分散剤とを混合して重合（
すなわち乳化重合）する方法、親水性部分を持つ熱可塑性樹脂を水溶性有機溶剤に溶解さ
せその溶液を水中に混合した後に水溶性有機溶剤を蒸留等で除去することで得る方法、熱
可塑性樹脂を非水溶性有機溶剤に溶解させその溶液を分散剤と共に水溶液中に混合して得
る方法等が挙げられる。上記の方法は、用いる熱可塑性樹脂の種類・特性に応じて適宜選
択することができる。樹脂エマルジョンを分散する際に用いることのできる分散剤として
は、特に制限はないが、アニオン性界面活性剤（例えば、ドデシルベンゼンスルホン酸ナ
トリウム塩、ラウリルリン酸ナトリウム塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテルサルフ
ェートアンモニウム塩等）、ノニオン性界面活性剤（例えば、ポリオキシエチレンアルキ
ルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルエステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪
酸エステル、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル等）を挙げることができ、こ
れらを単独あるいは二種以上を混合して用いることができる。
【００４２】
　樹脂エマルジョンをインク全量に対して２．１～４．５質量％含むことにより、ヒビ割
れの発生を防止しつつ、ヒーター加熱（４０～５０℃）による連続印刷で目詰まりが発生
するのを防止することができる。樹脂エマルジョンがインク全量に対して４．５質量％を
超えるとヒーター加熱（４０～５０℃）による連続印刷で目詰まりが発生する場合がある
。
【００４３】
　上記界面活性剤としては、シリコン系界面活性剤であるポリシロキサン系化合物等が好
ましく用いられ、例えば、ポリエーテル変性オルガノシロキサン等が挙げられる。より詳
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しくは、ＢＹＫ－３０６、ＢＹＫ－３０７、ＢＹＫ－３３３、ＢＹＫ－３４１、ＢＹＫ－
３４５、ＢＹＫ－３４６、ＢＹＫ－３４８（以上商品名、ビックケミー・ジャパン株式会
社製）、ＫＦ－３５１Ａ、ＫＦ－３５２Ａ、ＫＦ－３５３、ＫＦ－３５４Ｌ、ＫＦ－３５
５Ａ、ＫＦ－６１５Ａ、ＫＦ－９４５、ＫＦ－６４０、ＫＦ－６４２、ＫＦ－６４３、Ｋ
Ｆ－６０２０、Ｘ－２２－４５１５、ＫＦ－６０１１、ＫＦ－６０１２、ＫＦ－６０１５
、ＫＦ－６０１７（以上商品名、信越化学株式会社製）等が挙げられる。更に、上記界面
活性剤としてはアセチレングリコール系界面活性剤を含有することができる。アセチレン
グリコール系界面活性剤としては、例えば、サーフィノール１０４、１０４Ｅ、１０４Ｈ
、１０４Ａ、１０４ＢＣ、１０４ＤＰＭ、１０４ＰＡ、１０４ＰＧ－５０、１０４Ｓ、４
２０、４４０、４６５、４８５、ＳＥ、ＳＥ－Ｆ、５０４、６１、ＤＦ３７、ＣＴ１１１
、ＣＴ１２１、ＣＴ１３１、ＣＴ１３６、ＴＧ、ＧＡ（以上全て商品名、Ａｉｒ　Ｐｒｏ
ｄｕｃｔｓ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ．　Ｉｎｃ．社製）、オルフィンＢ、Ｙ、Ｐ、
Ａ、ＳＴＧ、ＳＰＣ、Ｅ１００４、Ｅ１０１０、ＰＤ－００１、ＰＤ－００２Ｗ、ＰＤ－
００３、ＰＤ－００４、ＥＸＰ．４００１、ＥＸＰ．４０３６、ＥＸＰ．４０５１、ＡＦ
－１０３、ＡＦ－１０４、ＡＫ－０２、ＳＫ－１４、ＡＥ－３（以上全て商品名、日信化
学工業株式会社製）、アセチレノールＥ００、Ｅ００Ｐ、Ｅ４０、Ｅ１００（以上全て商
品名、川研ファインケミカル株式会社製）等が挙げられる。
　水性インクが界面活性剤を含むことにより、印刷面が金属箔である媒体に記録した際に
、媒体に付着した水性インクが乾燥前に流れてマダラ状になる現象を防止することができ
る。
【００４４】
　本発明の記録装置は、上記インクカートリッジを備える。
【実施例】
【００４５】
　表１に示す組成により各インク組成物を調製した。表中の数値は質量％を表す。
　インク組成物の調製では、顔料を水性インク組成物に添加する際には、あらかじめ顔料
を水溶性樹脂で分散させた。
　顔料分散液は、以下のようにして調製した。まず、３０％アンモニア水溶液（中和剤）
０．６質量部を溶解させたイオン交換水８４．４質量部に、水溶性樹脂としてアクリル酸
－アクリル酸エステル共重合体（重量平均分子量：２５，０００、酸化：１８０）３質量
部を加えて溶解させた。そこに、顔料１２質量部を加えてジルコニアビーズによるボール
ミルにて１０時間分散処理を行なった。その後、遠心分離機による遠心ろ過を行って粗大
粒子やゴミ等の不純物を除去し、顔料濃度が１２質量％となるように調整した。
　次にこの顔料分散液と、表１に示す材料を容器中に入れ、マグネチックスターラーにて
２時間撹拌混合した後、孔径５μｍのメンブランフィルターにて濾過してゴミや粗大粒子
等の不純物を除去することにより各インク組成物を調製した。なお、水は最終的に表１の
配合となるように添加した。
【００４６】
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【表１】

【００４７】
　表１において、着色剤はＣ．Ｉ．ピグメントブルー１５：３であり、水溶性樹脂はアク
リル酸－アクリル酸エステル共重合体であり、樹脂エマルジョンはスチレン－アクリル酸
共重合体であり、水溶性樹脂溶剤はＮ－メチル－２－ピロリドン（ＮＭＰ）であり、界面
活性剤はＢＹＫ３４８（ビックケミー・ジャパン社製，シリコン系界面活性剤）である。
【００４８】
〔印刷試験〕
　インクジェットプリンタＰＸ－Ｇ９３０（セイコーエプソン（株）社製）の紙送り部に
ヒーターを付加した改造プリンタに、上記の各インク組成物を充填して印刷評価を行った
。
　記録メディアとしては、アルミホイル紙（ＳツヤＰＷ８Ｅ，リンテック社製）を用いた
。印刷パターンはベタパターンとした。
【００４９】
（ヒビ割れ）
　印刷後、５０℃恒温槽において１分間加熱し、その後室温にて放置して完全乾燥させた
。完全乾燥後の記録メディアのヒビ割れの有無を以下の基準により評価した。
　　　　◎：ヒビ割れなし
　　　　○：下地が露出するヒビ割れなし
　　　　×：下地が露出するヒビ割れあり
【００５０】
（耐擦性）
　上記完全乾燥後の記録メディアについて、学振型耐擦性試験機を用いて、荷重５００ｇ
として、カナキン布で５０回擦り、印刷面の傷の有無を調べた。
　　　　◎：印刷面に傷なし
　　　　○：下地が露出する傷なし
　　　　×：下地が露出する傷あり
【００５１】
（連続印刷安定性）
　連続１２枚印刷後のノズル目詰まり有無を評価した。
　　　　◎：ノズル周辺にインク付着無く、ノズルの目詰まりなし
　　　　○：ノズル周辺にインク付着が有るが、ノズル目詰まりなし
　　　　×：ノズル目詰まりあり
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【００５２】
評価結果を表２～７に示す。
【表２】

【００５３】

【表３】

【００５４】



(12) JP 2010-94852 A 2010.4.30

10

20

30

【表４】

【００５５】
【表５】

【００５６】
【表６】

【００５７】
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【表７】

【００５８】
　表２～７に示すように、実施例においては、記録皮膜のヒビ割れの抑制、耐擦性、及び
連続印刷安定性、を両立することができた。
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